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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

新
大
和
川
付
け
替
え
に
と
も
な
う

治
水
対
策
と
し
て
並
行
す
る
水
路　

　
大
和
川
は
江
戸
時
代
前
半
ま
で
、
今
の

柏
原
・
藤
井
寺
市
境
で
石
川
を
合
わ
せ
、

何
本
か
の
川
に
分
か
れ
て
北
西
へ
向
い
、

大
坂
城
の
北
側
で
淀
川（
大
川
）
に
流
れ
こ

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
流
域
で
は
、
た
び

た
び
洪
水
を
く
り
か
え
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
宝ほ

う

永え
い

元
年（
一
七
〇
四
）、
現
在
の
よ

う
に
藤
井
寺
・
松
原
・
大
阪
市
南
部
を
経
て
、

堺
方
面
に
付
け
替
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　
工
事
は
、
大
和
川
と
石
川
と
の
合
流
点

（
柏
原
市
築つ

き

留ど
め
）
か
ら
西
へ
、
田
畑
を
掘
っ

て
川
と
し
た
の
で
は
な
く
、
水
の
流
れ
と

な
る
幅
一
八
〇
ｍ
の
両
側
に
土
を
積
み
上

げ
て
堤
防
と
し
た
の
で
し
た
。
大
阪
市
側

の
右
岸
堤
防
は
幅
二
七・三
ｍ
、
高
さ
五
・

四
ｍ
。
松
原
側
の
左
岸
は
幅
二
三・
六
ｍ
、

高
さ
四･

五
ｍ
で
し
た
。
右
岸
側
の
方
が
強

固
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
和
川
の
流
れ

は
、
土
地
の
高
さ
と
同
じ
で
、
水
面
は
高

い
堤
防
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
天

て
ん

井
じ
ょ
う

川が
わ

で
す
。
こ
の

た
め
、
市
域
を
北
流
し
て
い
た
東

ひ
が
し

除よ
け

川が
わ

や

西に
し

除よ
け

川が
わ

は
、
大
和
川
が
立
ち
は
だ
か
り
、

合
流
し
よ
う
に
も
水
位
が
合
わ
ず
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
堤
防
に
ぶ
つ
か
り
堤
下
に
水

が
た
ま
る
危
険
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
大
和
川
の
左
岸
堤
防
と
並

行
し
て
、
細
長
い
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
こ
れ
が
落お

ち

堀ぼ
り

川が
わ

で
す
。
市
域
で
は
、
藤
井
寺
市
津つ

堂ど
う

方
面
か
ら
来
て
若
林
に
至
り
、
大
堀
で
東

除
川
と
合
流
し
て
い
ま
す
。
大
和
川
の
付

け
替
え
と
同
時
に
、
落
堀
川
も
治
水
対
策

と
し
て
新
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　
柏
原
か
ら
改
流
さ
れ
た
新
大
和
川
や
落

堀
川
の
工
事
は
、
左
岸
の
若
林
村
や
大
堀

村
、
右
岸
の
川か

わ

辺な
べ
村（
大
阪
市
平
野
区
）
ま

で
の
五・七
㎞
は
幕
府
が
工
事
責
任
者
と
な

り
ま
し
た
。
江
戸
目め

付つ
け
の
大お
お

久く

保ぼ

甚じ
ん

兵べ

衛え

、

江
戸
小こ

姓し
ょ
う組ぐ
みの
伏ふ
し

見み

主も
ん

水ど

、
大
坂
代
官
で

堤
奉
行
の
万

ま
ん

年ね
ん

長ち
ょ
う十じ
ゅ
う郎
ろ
うで

す
。

　
落
堀
川
が
新
設
さ
れ
た
理
由
は
、
大
和

川
の
高
い
堤
防
の
下
に
並
行
し
て
排
水
路

を
設
け
、
そ
こ
に
南
か
ら
流
れ
て
く
る
東

除
川
や
藤
井
寺
市
域
を
流
れ
る
大だ

い

乗じ
ょ
う川が
わ（
大お
お

水ず
い

川が
わ

）な
ど
の
水
を
合
流
さ
せ
、
水
面
の
高

低
差
を
合
わ
せ
や
す
い
土
地
で
大
和
川
に

流
れ
込
ま
せ
る
た
め
で
す
。
大
和
川
の
堤

は
、
落
堀
川
を
掘
っ
た
土
が
積
ま
れ
、
足

ら
な
い
箇
所
は
瓜う

り

破わ
り

台
地
や
上う
え

町ま
ち

台
地
の

土
を
利
用
し
ま
し
た
。

　
完
成
直
後
の「
川か

わ

違た
が
え新
川
図
」
に
は
、
新

大
和
川
を「
川
違
新
川
」、
落
堀
川
を「
悪
水

落
シ
堀
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。
落
堀
川
の

名
も
こ
こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
河

川
法
で
は
大
和
川
水
系
の
一
級
河
川
で
、

起
点
は
藤
井
寺
市
大
井
二
丁
目
の
大
井
南

橋
、
河
口
・
合
流
先
は
東
除
川
と
合
わ
さ

る
大
堀
大
橋
が
架
か
る
大
堀
四
丁
目
で
す
。

　
し
か
し
、
も
と
も
と
の
起
点
は
大
和
川
・

石
川
合
流
点
の
船ふ

な

橋は
し

村（
藤
井
寺
市
）
で
、

上
流
ほ
ど
川
幅
が
狭
く
、
下
流
に
行
く
ほ

ど
流
れ
こ
む
水
量
も
増
え
ま
す
の
で
、
若

林
や
大
堀
で
は
川
幅
も
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
新
大
和
川
が
で
き
た
当
初
は
、

浅あ
さ
香か

山や
ま
村（
堺
市
北
区
）
で
改
流
さ
れ
た
西

除
川
と
合
流
さ
せ
て
大
和
川
へ
流
す
よ
う

に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
大
堀
で
は
、
落
堀

川
を
東
除
川
の
下
を
く
ぐ
ら
せ
ま
し
た
が
、

流
れ
が
合
わ
ず
、
や
が
て
今
の
よ
う
に
落

堀
川
を
東
除
川
と
合
流
さ
せ
て
、
大
和
川

に
流
す
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
若
林
や
大
堀
の
境
あ
た
り
で
は
、
大
和

川
の
堤
と
一
体
化
し
て
、
落
堀
川
右
岸
も

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
落
堀
川
に
架

か
る
中
橋
の
北
詰
に
立
派
な
題だ

い

目も
く

石い
し

が

建
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
す
ぐ
下
流
の

西
橋
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
移
転

さ
れ
て
い
ま
す
。「
南な

無む

妙み
ょ
う法ほ
う
蓮れ
ん華げ

経き
ょ
う」「
後

五
百
歳
中 

廣こ
う

宣せ
ん
流る

布ふ

」「
五
百
御
遠え
ん
諱き 

天て
ん
明め
い

元
年
辛か
の

丑と
う
し年
十
月
十
三
日
」「
宗
祖
日に
ち

蓮れ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ
」「
本
ほ
ん

了り
ょ
う寺じ

」と
あ
り
、
す
ぐ
近
く
の
日

蓮
宗
・
本
了
寺（
若
林
一
丁
目
）
の
石
塔
で

す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
66
）。
大
和
川
や
落

堀
川
が
開
削
さ
れ
て
七
十
七
年
後
の
天
明

元
年（
一
七
八
一
）に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
落
堀
川
の
大
堀
大
橋
の
北
側
に
は
、
大

堀
八
幡
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
境
内
東

側
を
通
っ
て
、大
和
川
に
明
治
橋
が
架
か
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
は
神
社
も
明
治
橋
も

近
く
に
移
さ
れ
、
落
堀
川
の
流
れ
も
合
流

後
の
東
除
川
以
西
の
下
流
は
、
今い

ま

井い

戸ど

川

の
名
で
、
大
和
川
と
並
行
し
て
流
れ
て
い

ま
す
。
水
害
か
ら
地
域
を
守
る
先
人
た
ち

の
知
恵
に
学
び
、
現
代
の
防
災
に
役
立
て

た
い
も
の
で
す
。
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落堀川の開削

▲中橋北詰に建つ本了寺題目石（若林
1丁目） 右側が大和川の堤

西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲西橋付近の落堀川（大堀5丁目～若林
1丁目） 手前が西橋。向こうが中橋

▲大和川左岸下を並行して流れる　
落堀川


